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【はじめに】 X線は非破壊検査や医療機器に用

いられている。我々は間接撮影用の低コストで

大面積かつ高分解能なX線検出用の蛍光体の材

料について研究を行ってきた[1]。Si光検出器に対

応した赤～近赤外領域で発光する蛍光体を考え、

発光元素としてサマリウム(Sm)を選んだ。本研

究では母材による影響を調べるために低フォノ

ンエネルギーかつ重元素を含むBaS及びBaSO4

を母材として、フォトルミネッセンス(PL)、励

起PL(PLE)、X線励起(XL)で発光スペクトルを比

較した。 

【実験】市販の BaS または BaSO4に Sm をそれ

ぞれ硫化物、硫酸化物として 0.2~5 [at%]添加し

固相反応法により 1200℃~1250℃で 3~10h で作

製した試料を使用した。PL と PLE の測定を島津

製作所の RF-5300PC を用いて行った。XL は

CuKα線(40kV,45mA)を励起源とした。 

【結果と考察】BaS に Sm を 2 [at.%]添加した試

料より得られた PLE および PL スペクトルをそ

れぞれ Fig.1に示す。励起波長(Ex)、蛍光波長(Em)

はそれぞれ図に示す通りである。Fig.1 では Sm3+

イオン特有の発光を確認できた。PLE では

333nm 付近に大きなピークがあり、BaS の吸収

端(328nm)とほぼ一致した。また、Sm3+イオンは

通常 400nm 帯に大きな吸収帯があるが、Fig.1 の

PLE では 410nm 付近に非常に小さなピーク

(Fig.1 中の挿入図)しか現れなかった。これらの

ことから、BaS 中の Sm3+は希土類を直接励起す

るよりバンド間の光吸収により励起された母材

から間接的に励起した方がよく発光することが

わかった。一方、BaSO4 では、PL より Sm3+と

Sm2+からの両方の発光を確認できた[2]。PLE よ

り Sm3+、Sm2+共に、イオンを直接励起した時に

強く発光した。 

X 線励起では BaS、BaSO4 共に発光し、BaS

は Sm3+のみ、BaSO4は Sm2+、Sm3+の両方が発光

した。発光強度は Sm 添加濃度に依存するがほ

ぼ同じオーダーの XL 強度であった。これより

BaS では Sm はすべて 3 価、BaSO4 では 2 価と 3

価が安定に共存していることがわかった。BaS

では吸収端よりエネルギーの大きな光及び X 線

の励起は共に Sm3+を間接的に励起していると思

われる。BaSO4 に関しては、当日発光強度も考

慮して X 線と光の励起メカニズムを比較する。 

Fig.1  PLE and PL spectra in Sm doped Barium Sulfide 

ceramics. 
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